
▼実施要項＜Ⅰ．共通＞

３．講習内容

（１）科目

時間

１.５時間
３０時間

評価 ・振り返り 現任者講習会受講者による評価 ・ 振り返り
合計

心理支援 ①  代表的な心理療法並びにカウンセリングの歴史、概念、意義、
　　 適応及び限界

３時間

②  訪問による支援や地域支援の意義
③  良好な人間関係を築くためのコミュニケーションの方法
④  プライバシーへの配慮
⑤  心理に関する支援を要する者の関係者に対する支援
⑥  心の健康教育に関する理論と方法
⑦  力動論に基づく心理療法の理論と方法
⑧  行動論・認知論に基づく心理療法の理論と方法
⑨  その他の心理療法の理論と方法
⑩  家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と
     方法
⑪  心理に関する相談、 助言、 指導等への応用
⑫  心理に関する支援を要する者の特性や状況に応じた適切な
     支援方法の選択 ・ 調整

心理的アセスメント ①  心理的アセスメントの目的及び倫理 ３時間
②  心理的アセスメントの観点及び展開
③  心理的アセスメントの方法 （観察、 面接及び心理検査）
④  適切な記録及び報告
⑤  公認心理師の実践における心理的アセスメントの意義
⑥  心理的アセスメントに関する理論と方法
⑦  心理に関する相談、 助言、 指導等への応用

６時間

②  向精神薬をはじめとする薬剤による心身の変化
③  医療機関との連携
④  心身機能と身体構造及び様々な疾病や障害
⑤  がん、 難病等の心理に関する支援が必要な主な疾病

７.５時間

主な分野（保健医療、福祉、
教育、司法・犯罪、産業・労
働） に関する課題と事例検
討

主な分野（保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働） におけ
る心理社会的問題及び必要な支援

７.５時間

１.５時間
②  公認心理師の法的義務及び倫理
③  心理に関する支援を要する者等の安全の確保
④  情報の適切な取扱い
⑤  保健医療、 福祉、 教育その他の分野における公認心理師の
　　 具体的な業務
⑥  自己課題発見・解決能力
⑦  生涯学習への準備
⑧  多職種連携及び地域連携

精神医学を含む医学に関す
る知識

①  精神疾患総論 （代表的な精神疾患についての成因、症状、
     診断法、治療法、経過、本人や家族への支援を含む。 ）

科  目   名 内     容
公認心理師の職責 ①  公認心理師の役割

主な分野（保健医療、福祉、
教育、司法・犯罪、産業・労
働） に関する制度

主な分野（保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働） に関係
する制度
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２．講習会修了認定 
 本講習会を修了した者は、公認心理師法「附則第２条第２項第１号」に定める文部科

学大臣及び厚生労働大臣が指定した講習会の課程を修了した者として認められます。 
ただし、公認心理師試験の受験資格には、「附則第２条第２項第１号及び第２号」の

両方に該当していることが必要となりますのでご注意ください。 
 
＜附則第２条第２項に定める者とは＞ 
 この法律の施行の際現に第２条第１号から第３号※１までに掲げる行為を業として行

っている者その他その者に準ずるものとして文部科学省令・厚生労働省令で定める者で

あって、次の各号のいずれにも該当するに至ったものは、この法律の施行後５年間は、

第７条※２の規定にかかわらず、試験を受けることができる。 
 １ 文部科学大臣及び厚生労働大臣が指定した講習会の課程を修了した者 
 ２ 文部科学省令・厚生労働省令で定める施設において、第２条第１号から第３号※１ 

までに掲げる行為を５年以上業として行った者 
 
 

※１≪第２条第１号から第３号≫ 

１ 心理に関する支援を要する者の心理状態を観察し、その結果を分析すること。 

２ 心理に関する支援を要する者に対し、その心理に関する相談に応じ、助言、指導  

 その他の援助を行うこと。 

３ 心理に関する支援を要する者の関係者に対し、その相談に応じ、助言、指導その 

 他の援助を行うこと。 

 
※２≪第７条≫ 

試験は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ、受けることができない。 

  １ 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学（短期大学を除く。以下同じ。）

において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・

厚生労働省令で定めるものを修めて卒業し、かつ、同法に基づく大学院において心

理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・厚生労働省

令で定めるものを修めてその課程を修了した者その他その者に準ずるものとして文

部科学省令・厚生労働省令で定める者 

  ２ 学校教育法に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるために必要な

科目として文部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業した者その他そ

の者に準ずるものとして文部科学省令・厚生労働省令で定める者であって、文部科

学省令・厚生労働省令で定める施設において文部科学省令・厚生労働省令で定める

期間以上第２条第１号から第３号までに掲げる行為の業務に従事したもの 

  ３ 文部科学大臣及び厚生労働大臣が前二号に掲げる者と同等以上の知識及び技能を

有すると認定した者 
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